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ISAP2019「地域循環共生圏の社会実装」

第五次環境基本計画

 ＳＤＧｓの考え方も活用し、環
境・経済・社会の統合的向
上を具体化

 地域資源を持続可能なかた
ちで最大限活用し、経済・社
会活動をも向上

 より幅広い関係者との連携
の促進
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日本が抱える課題

環境・経済・社会の

統合的向上

出典：環境省

環境

経済 社会

相互に連関・
複雑化

地域循環共生圏提唱までの歩み

地域循環圏について

国際資源循環 主な循環資源：レアメタル等

ブロック内・国内資源循環
主な循環資源：金属・土石・処理

困難物等

地域資源循環 主な循環資源：生物系資源等

コミュニティ資源循環
主な循環資源：生活圏における
リユース・リペア・リサイクル等

再資源化施設

・国際分業の推進によって適切な
循環資源の活用が図られるもの
・回収した循環資源を利活用する
生産拠点が限定されているもの
・高度なリサイクル技術を要するもの
など

レアメタル等、
高度なリサイクル技

術を要するもの

再生資源

再生資源
(セメント等)

資源ごみ
使用済み機器等

地域

工場

再生資源（金属等）を
使用した製品

飼料・肥料

エネルギー
堆肥・飼料化

メタン発酵・発電等の
施設

生ごみ
食品残り

小売店・飲食店
ホテル・学校等

・不要になったものを近所で融通
（リユース）
・壊れた物を修理（リペア）
・廃食用油のバイオ燃料利用 などNPO/市民等の

「コミュニティ」

農 業

家 庭
畜 産 業

林業 漁業

農畜産物

コミュニティ

家畜ふん尿
生ごみ

食品残り

エネルギー
家庭

 2008年5月：「第二次循環基本
計画」において「階層的な地域
循環圏」を提唱

 2012年9月：「生物多様性国家
戦略2012-2020」において「自
然共生圏」を提唱

 2014年7月：環境大臣への意見
具申「低炭素・資源循環・自然
共生の統合的アプローチによる
社会の構築」において「地域循
環共生圏」を提唱

 2018年4月に「第五次環境基本
計画」において、2018年6月に
「第四次循環基本計画」におい
て「地域循環共生圏」が計画に
組み込まれる

地域循環共生圏の概念図
環境・経済・社会の統合的向上、人口減少・高齢化への統合的対応、

地域の活性化、地方創生

地域の諸問題の統合的解決を目指す地域循環共生圏

安全・安心な地域づくり（自然を生かした適応・防災・減災）

人的資本と
交流

<農林>
自然資本

<都市>
人工資本

自然共生地域づくり

リデュース、リユース、リサイクル
資源循環地域づくり

スマートグリッド
再生可能エネルギー、省エネルギー

脱炭素地域づくり

人の交流、情報の交流、技術の交流
世界とつながる地域づくり
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能登SDGsラボ

課題：少子高齢化による社会の停滞 !

生活とこころの豊かさ

人づくり、ものづくり

自動運転の社会実装化による「スマート福祉」の実現
芸術祭を、障害者、性的マイノリティなどすべての方
にひらかれたものとし、「誰も取り残さない」SDGsの
メッセージを発信、地域に根付かせる
アジアの課題となっている若者の農業離れによる農
村の荒廃を再生する国際連携をすすめる

課題：就業者減少による里山里海の荒廃！

「能登里山里海マイスター」と連携する課題解決型の人材づくり
 里山里海の資源を活用するビジネス事業の支援拡大
「最果て」テーマの奥能登国際芸術祭２０２０によるインバウンド観光誘客
FAO世界農業遺産をテーマとした持続可能な地域経済の研究
国際会議の企画開催など里山里海国際研究拠点化

 水産、発酵食品、森林資源など里山里海資源の研究
（県立大学他）

 自動運転の実装化研究の支援（金沢大学が実施中）
 珠洲市生物多様性地域連携保全活動計画を実践す

るための新たな教育プログラムの開発
 グローバルな里山里海の現状、事例研究

課題：人口減少による地域経済、産業の停滞！

自然環境と技術開発

5（珠洲市提供）

都市住民

4) 食の地産地消
農産物の販売・流通
4) 食の地産地消
農産物の販売・流通

3) 地域交通システムの構築
（EV、バイオ燃料利用）

3) 地域交通システムの構築
（EV、バイオ燃料利用）

5) 森林・里山（自然環境）の保全5) 森林・里山（自然環境）の保全

1) 太陽光発電と農業の両立
農地：ソーラーシェアリング

（コ・ハーベスト）

1) 太陽光発電と農業の両立
農地：ソーラーシェアリング

（コ・ハーベスト）

2) バイオマスの有効利用
間伐材：木質ペレット

2) バイオマスの有効利用
間伐材：木質ペレット

2) バイオマスの有効利用
畜産：牛糞

2) バイオマスの有効利用
畜産：牛糞

山間部
（里山）
農村部

都市部

市民農園市民農園 8) 全体調整
需要と供給の情報のつな
ぎ（ICT活用）、ビジネス
化支援、サービス間の相

互利用の促進

8) 全体調整
需要と供給の情報のつな
ぎ（ICT活用）、ビジネス
化支援、サービス間の相

互利用の促進

農産物

消化
液

農産物

バイオガス

燃料

電力

山間・農村部
住民

電力

電力、熱

熱

人、資金

生態系
サービス

北摂里山地域循環共生圏 活動間の相関図

炭の生産・販売
下草刈り

写真出所：
北摂里山博物館（http://hitosato.jp/about/index.html）
神戸新聞NEXT（https://www.kobe-
np.co.jp/rentoku/shingokoku/P20181209MS00075.shtml）
一般社団法人西谷ソーラーシェアリング協会（神戸新聞社提供）

利便性

利便性

道の駅いながわ（https://www.eonet.ne.jp/~eki-inagawa/nosan.html）
http://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/mokushitubaio.html
川西市コミュニティバス（http://bu.ycp.jp/b_kinki/b_kawanishi-shi-c.htm）

神戸大学：地域に分散する未利用バイオマスからのバイオガス創生
（http://www.kobe-u.ac.jp/report/environmental/2018/5-3-5.html）

6) 教育

各活動の教材化、体
験型学習プログラム
作成とその運営

6) 教育

各活動の教材化、体
験型学習プログラム
作成とその運営

7) 観光

体験型学習プログラ
ムへの都市住民や
観光客の呼び込み、

交流・定住促進

地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

環境省 請負

プラットフォーム
専門家

地域経営 環境観光業

農林水産業

. . . . . . .

情報技術

企業 金融

支援チーム

地域
コンソーシアム

行政

住民

地銀
信金

地元企業

NPO
NGO

地域コーディネーター

地域・自治体支援チーム派遣要請

形成

助言

参加
助言

運営支援

主催

地域キーパーソンの選任

目的：「地域循環共生圏」の創造による持続可能な地域づくりを通じて、環境で地方を
元気にしていくとともに、持続可能な社会を構築する。

地域循環共生圏の創造を強力に推進するため、本プラットフォーム事業は、①地域循環共生圏
創造に向けた環境整備、②支援チーム形成、③統合的分析による方策検討・指針の作成、④
戦略的な広報活動、を行う。

7 2019年5⽉に、35の⽀援地域・⾃治体が選ばれた。 出典：環境省

地域での展開に向けて
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 変革のさまざまな側面を統合しようとする「地域循環共生圏」の概念を
他に先駆けて開発

 自然的なつながり（森・里・川・海及び都市の連関）と経済的なつながり
（人・資金・商品）からなる広域的なネットワークを構築
⇒新たなバリューチェーン

 分野横断的なマルチベネフィットが可能

 集落レベルから、より広域の流域や国、アジア地域といったグローバル
なスケールにも適用可能（重層的地域循環共生圏）

SDGsの達成のためにも、地域循環共生圏の実現のためにも、
国、地方自治体、民間セクター、学術界、市民社会など、幅広
いステークホルダーのパートナーシップの構築が重要である。


